
トップパネル

はじめに

クイックスタートガイド (日本語)

v1.1 リアパネル

または上記URLをご覧ください。

SUPPORT.AKAIPRO.COM

記事、動画、およびウェブサポートは、左のQRコード、

Model: ACVR

AKAIPRO.COM/REGISTER
• 製品の登録
• 付属ソフトウェアのダウンロード

同梱物: MPC Key 37本体, 電源アダプタ, USB-C®ケーブル, ソフトウェア
ダウンロードカード, クイックスタートガイド, 安全および保証マニュアル

1. USB-Aポート: クラスコンプライアント対応のMIDI機器やオーディオ機器、USBドライブを接続して、外

部ストレージとして使用できます。

2. USB-Cポート: コンピューターのUSB端子と接続し、オーディオおよびMIDIデータの送受信を行います。

3. SDカードスロット: SD／SDHC／SDXCカードを挿入して、外部ストレージとして使用できます。

4. MIDI入出力ポート: 外部のMIDI機器（シンセサイザー、ドラムマシンなど）を接続します。

5. オーディオ入力（6.35 mm、TRS）: ミキサー、シンセサイザー、ドラムマシンなどの音声信号を入力し

ます。

6. Rec Volumeノブ: オーディオ入力から入ってくる信号の入力ゲインを調整します。

7. CV/Gate出力 (3.5 mm, TRS): 外部シーケンサーなどにCV信号やゲート信号を送信します。

　TRS→TS変換ケーブル（別売）を使用することで、4系統のCV/Gate出力を最大8系統まで拡張できます。

8. EXP入力 (6.35 mm, TRS): 別売のエクスプレッションペダルを接続し、演奏中に表現力のあるコントロ

ールを行えます。

9. FS2入力 (6.35 mm, TRS): 別売のフットスイッチやフットペダルを接続します。

10. Sustain入力 (6.35 mm, TRS): モーメンタリータイプのサステインペダル（別売）を接続できます。

11. Phones出力: (6.35 mm, TRS): ヘッドホンを接続します。

12. Main出力 (6.35 mm, TRS): モニタースピーカーやミキサーなどに接続します。

13. Kensington® Lockスロット: Kensingtonセキュリティワイヤーロックを使用して、机や台などに本体を

固定できます。

14. 電源入力: 付属の電源アダプタを接続します。電源アダプタは、アダプタ部、ケーブル部の2つの部品で構

成されているため、同梱物がすべて揃っていることを確認してください。

15. Powerボタン: 押すことでMPC Key 37の電源をオン／オフします。

Wi-Fi
起動時に、最新のアップデート確認のため、MPCをインターネット接続するよう案内が表示されます。常に最新バージ
ョンのファームウェアをご使用することを推奨します。案内に沿って接続およびアップデートを行ってください。また、
SHIFT＋Menu を押して Preferences を開き、Wi-Fi タブを選択すれば、いつでもWi-Fi設定にアクセスできます。

Activations メニュー
付属プラグインを有効化するには、MPC本体から inMusicアカウントへのサインインが必要です。
SHIFT＋Menu を押して Preferences の Activations タブを選択し、Log In をタップします。表示されたQRコード
を読み取るか、URLをブラウザで開き、表示されるコードを入力してログインします（アカウントをお持ちでない場合は
新規作成が必要です）。ログイン後、Refresh をタップするとアカウントに紐づいたライセンス情報を更新でき、
Activate をタップするとプラグインを本体で有効化できます。
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1. ディスプレイ: 現在の操作に関する情報を表示するフルカラーのマルチタッチディスプレイです。画面左上

をタップすると、モードメニューを開くか前の画面に戻ります。2 本指を広げてピンチアウトすると拡大（

例：波形の一部を拡大）。2 本指をつまむようにピンチインすると縮小します。

2. Shiftボタン: 一部のボタンのセカンダリ機能へアクセスする際に押し続けます。

3. モードコントロール: 該当するボタンを押して指定のモードに入ります。ダブルプレス、または SHIFTボ
タン＋各ボタンでボタン下に印刷されたセカンダリモードに入ります。  対応モード：Browser / Save 、
TC On/O� / Config、Sample Edit / Sampler、Arrange / XYFX 、Track Mute / Pad Mute 、
Next Sequence / Song 、 Key Ranges / Keyboard Control                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

4. データエントリー: データノブを回すか、＋ーボタンを押してメニュー項目のスクロールやパラメーター値

の調整に使用します。データノブを押し込んで選択や決定を行います。

5. Q-Link: Q-LINKボタンを押して、これらのノブで操作するパラメーターを切り替えます。 タッチセンサ

ーが搭載されたQ-Linkノブを回してパラメーターや設定値を調整します。 
6. トランスポートコントロール: このセクションの各ボタンを押して、シーケンスの再生／停止、録音の開始

、シーケンス内のナビゲーション操作を行います。

7. エディットコントロール: Copyボタンでパッドをコピーします。 SHIFTボタン＋Copyボタンでパッドに

割り当てられたサンプルを削除します。 
UNDOボタンで直前の操作を元に戻します。 SHIFTボタン＋UNDOボタンで取り消した操作をやり直し

ます。

8. パッドコントロール: Pad Bankボタンを押して、パッドバンク A～D を選択します。

SHIFTボタンを押しながら Pad Bankボタンを押すと、バンク E～H を選択します。または、Pad Bankボ
タンをダブルプレスしても切り替えできます。

Note Repeatボタンを押してからパッドを叩くと、そのパッドのサンプルを連続再生します。

SHIFTボタン＋Note Repeatボタンで、Note Repeat をラッチ（保持）できます。

Full Levelボタンを押すと、叩く強さに関係なくパッドが常に最大ベロシティ（127）で発音します。

SHIFTボタン＋Full Levelボタンで、ユーザーが設定したカスタムレベルで発音します。

16 Levelsボタンを押すと、最後に叩いたパッドが一時的に 16 個のパッドに割り当てられます。

SHIFTボタン＋16 Levelsボタンで、どのモードでもパッドを使ってスケール／モード、コード、コード進行

を演奏できます。

Eraseボタンを押すと、トラックに記録されたノートを削除します。SHIFTボタン＋Eraseボタンで、トラ

ック全体を削除します。

9. グローバルコントロール: TC On/O�ボタンを押すと、Timing Correctウィンドウを開きます。ここでは

シーケンス内のイベントをクオンタイズするための設定を行えます。

Automationボタンで、グローバルオートメーションの状態を Read と Write の間で切り替えます。

Tap Tempoボタンをテンポに合わせて連打すると、新しいテンポ（BPM）を設定できます。

SHIFTボタン＋Tap Tempoボタン で、シーケンスが自身のテンポを使用するか、グローバルテンポを使用

するかを設定します。

Oct - / + ボタンを押すと、キーボードを 1 オクターブ単位で上下に移調します。

SHIFTボタン＋Oct -/+ ボタンで、半音単位で移調します。両方の Octボタンを同時に押すと、オクターブ

設定を初期値にリセットします。

左のピッチベンドホイールを上下に動かすと、演奏中のノートのピッチを変化させます。

右のモジュレーションホイールを上下に動かすと、エクスプレッションコントロールを調整できます。（例：

ビブラート、フィルターのカットオフ、レゾナンスなどに割り当て可能）

10. アルペジエーターコントロール: Arpeggiatorボタンを押すと、内蔵アルペジエーターがオン／オフされま

す。

SHIFTボタン＋Arpeggiatorボタンで、アルペジエーターの設定を開きます。

Latchボタンを押すと、アルペジエーターのラッチ（保持）をオン／オフします。

11. メインボリューム: このノブを回して、メイン出力およびヘッドホン出力の音量を調整します。
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ユーザーガイドのダウンロード、詳細については

右のQRコードにアクセスして、

 AKAIPRO.COM
をご覧ください。

https://support.akaipro.com/ja-JP/support/home

〒105-0022　東京都港区海岸1-2-20 汐留ビルディング 3F


